
 

２０１６年度 吹田ラグビースクール 幼年活動方針 

 

主任コーチ 宗 晋太郎        

 

≪ 目 標 ≫ 

 

  ・大きな声で挨拶ができるようになる。 

  ・練習内容の意味や意図を理解できるようになる。 

  ・試合に出られる喜びを持つことができる。 

 

 

 

 

≪ 指導の考え方 ≫ 

・本人の強みを理解し、相手の立場に立った指導を心がける。（やる気スイッチを押す） 

・練習内容の意味や意図を理解できるよう、ホワイトボードなどを使用し工夫をする。 

・学年別、能力別のマッチングにより、本人によりフィットした練習内容とする。 

・試合の勝敗には拘らず（白川イズム継承）、全員が試合の喜びを感じられるようにする。 

・睡眠、食事、給水等、子供達のコンディションに留意する。 

 

 

≪ 年間予定 ≫ 

期 間 練習内容等 

4月～夏合宿 コンタクトプレーの基本姿勢、ラグビーボールを使った遊び。 

夏合宿～ 

大阪府大会 
コンタクトプレーの基本姿勢、試合形式 

大阪府大会～3月 コンタクトプレーの基本姿勢、試合形式 

 

≪ 保護者のみなさんへ ≫ 

 

・安全のため、睡眠・食事などのコンディション作りにご協力お願いします。 

・15年度引き続き、子供達のサポートをコーチといっしょにお願い致します。 

 ご自由に練習に参加頂き、ラグビーを楽しみましょう。 

 


